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共同研究発表会開催記録 

 
 
第１回 2009年 12月 13日（日）14:30～16:00 

国立国語研究所中会議室１ 
「研究計画の概要と国立国語研究所の近代語資源」（田中牧郎） 

    「近代語テキストの形態素解析」（小木曽智信） 
 
第２回 2010年 3月 1日（月）13:00～15:30 

国立国語研究所多目的室 
「近代語研究資料のリスト選定における諸問題」（小野正弘） 
「近代語彙史をとらえるコーパスの設計」（田中牧郎） 

 
第３回 2010年 7月 4日（日） 13:30～17:00 

国立国語研究所セミナー室 
「コーパス設計のための近代語文献リストについて」（田中牧郎）  
「使用漢字における経験的重みづけと度数調査―東京築地活版製造所四號五號活 
版摘要文字鑑と太陽コーパス―」（高田智和） 
「蘭学資料に見える三字漢語―明治期の三字漢語とのつながりを求めて―」 
（朱京偉） 

 
第４回 2010年 12月 27日（月） 13:30～16:30 

国立国語研究所セミナー室 
「現行辞書による近代語語史の構築の危うさ―コーパス利用の可能性を兼ねて」

（陳力衛） 
「近代語コーパスの資料選定と性格づけ」（小野正弘）  

 
第５回 2011年 2月 27日（日） 13:30～16:30 

国立国語研究所 多目的室 
「電子化が望まれる近代語資料探索―日本語史を研究する大学院生の報告から―」

（岡島昭浩）  
「コーパス設計のための明治前期文献の分類」（田中牧郎） 

 
第６回 2011年 9月 23日（金） 13:30～17:00 

2011年 9月 24日（土） 10:30～12:00  
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岩手大学 学生センター Ｂ棟 多目的室 
「『太陽コーパス』の可能表現形式―形態素解析結果を用いた記述の精密化」 
（小木曽智信） 

    「明治前期雑誌の異体漢字と文字コード」（須永哲矢・高田智和）  
    「近代語末期資料の探索と選定」（小野正弘） 
 
第７回 2011年 12月 26日（月） 13:00～17:00 
    国立国語研究所 多目的室 

「『明六雑誌』コーパスを用いた一人称代名詞の計量的分析」（近藤明日子）  
「近代の地方出身作家の助詞の用法について ―宮沢賢治と濱田広介―」 
（小島聡子） 
「近代語に探る〈終止形準体法〉の萌芽的要素」（島田泰子） 

    「近代対訳コーパスにおける日韓の語彙の諸相―文体の異なる対訳コーパスの比

較を通して―」（張元哉）  
 

※以上は、公開の研究発表会。このほか、非公開の研究会を随時開催した。 
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